
省

令

別
表
秋
田
の
項
中
「
横
手

一

」
を
削
る
。

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
の
戸
籍
及
び
公
証
に
関
す
る
管
轄
区
域

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
越
谷
支
局
の
戸
籍
及
び
公
証
に
関
す
る
管
轄
区
域

第
三
十
八
条
第
一

項
（
第
四
十
一
条

第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）

第
一
号
に
掲
げ
る
期
間
と
第
二
号
に
掲
げ

る
期
間
を
合
算
し
て
得
た
期
間

第
一
号
に
掲
げ
る
期
間
及
び
第
二
号
に
掲
げ

る
期
間
並
び
に
十
二
月
間
ま
で
の
範
囲
内
で

市
町
村
が
定
め
る
期
間
を
合
算
し
て
得
た
期

間

第
三
十
八
条
第
二

項
（
第
四
十
一
条

第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）

同
項
第
二
号
の
期
間

同
項
第
二
号
の
期
間
と
十
二
月
間
ま
で
の
範

囲
内
で
市
町
村
が
定
め
る
期
間
を
合
算
し
て

得
た
期
間

第
五
十
二
条
第
一

項
（
第
五
十
五
条

第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）

第
一
号
に
掲
げ
る
期
間
と
第
二
号
に
掲
げ

る
期
間
を
合
算
し
て
得
た
期
間

第
一
号
に
掲
げ
る
期
間
及
び
第
二
号
に
掲
げ

る
期
間
並
び
に
十
二
月
間
ま
で
の
範
囲
内
で

市
町
村
が
定
め
る
期
間
を
合
算
し
て
得
た
期

間

第
五
十
二
条
第
二

項
（
第
五
十
五
条

第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）

同
項
第
二
号
の
期
間

同
項
第
二
号
の
期
間
と
十
二
月
間
ま
で
の
範

囲
内
で
市
町
村
が
定
め
る
期
間
を
合
算
し
て

得
た
期
間

平成™š年œ月™�日 金曜日 第œœ�š号官 報
第
四
条

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
、
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
組
織
規
程
（
昭
和
二
十

四
年
法
務
府
令
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
さ
い
た
ま
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
の
項
組
織
の
区
域
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
一
大
宮
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
の
項
を
削
る
。

別
表
第
一
越
谷
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
の
項
組
織
の
区
域
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
一
横
手
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
の
項
を
削
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ

当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
二
条
中
登
記
事
務
委
任
規
則
第
三
条
の
改
正
規
定
並
び
に
第
四
条
中
別
表
第
一
さ
い
た
ま
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
の
項
、
大
宮
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
の
項
及
び
越
谷
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
の
項
の
改
正
規
定

平
成
二
十

三
年
六
月
六
日

二

第
二
条
中
登
記
事
務
委
任
規
則
第
三
十
九
条
の
改
正
規
定

平
成
二
十
三
年
六
月
十
三
日

〇
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
五
号

薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
九
条
第
一
項
、
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
、第
三
十
六
条
の
五
、

第
三
十
六
条
の
六
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
薬
事
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
六
十
九
号
）

附
則
第
二
条
、
第
三
条
第
一
項
、
第
五
条
及
び
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
薬
事
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
五
月
二
十
七
日

厚
生
労
働
大
臣

細
川

律
夫

薬
事
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

薬
事
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働
省
令
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

附
則
第
二
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
二
十
四
条
第
一
項
、
第
二
十
五
条
か
ら
第
二
十
七
条
ま
で
、
第
二
十
八

条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
二
十
九
条
か
ら
第
三
十
一
条
ま
で
の
規
定
中
「
平
成
二
十
三
年
五
月
三
十
一
日
」
を

「
平
成
二
十
五
年
五
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
法
務
省
令
第
十
九
号

法
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
三
号
）
第
十
九
条
第
二
項
、
不
動
産
登
記
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百

二
十
三
号
）
第
七
条
（
他
の
法
令
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
商
業
登
記
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律

第
百
二
十
五
号
）
第
二
条
（
他
の
法
令
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
公
証
人
法
（
明
治
四
十
一
年
法

律
第
五
十
三
号
）
第
十
条
第
二
項
並
び
に
人
権
擁
護
委
員
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）
第
十
六
条
第
一

項
及
び
第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
務
局
及
び
地
方
法
務
局
の
支
局
及
び
出
張
所
設
置
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
五
月
二
十
七
日

法
務
大
臣

江
田

五
月

法
務
局
及
び
地
方
法
務
局
の
支
局
及
び
出
張
所
設
置
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

第
一
条

法
務
局
及
び
地
方
法
務
局
の
支
局
及
び
出
張
所
設
置
規
則
（
平
成
十
三
年
法
務
省
令
第
十
二
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
秋
田
地
方
法
務
局
の
部
横
手
支
局
の
款
を
削
り
、
同
部
大
曲
支
局
の
款
同
支
局
の
項
管
轄
区
域
欄
中
「
大
仙

市
」
を
「
横
手
市

大
仙
市
」
に
改
め
る
。

第
二
条

登
記
事
務
委
任
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
法
務
府
令
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
を
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
所
沢
支
局
及
び
久
喜
支
局
の
管
轄
に
属
す
る
商
業
登
記
の
事
務
（
商
業
登
記
法
第
十
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
の
請
求
に
係
る
事
務
を
除
く
。）は
、
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
で
取
り
扱
わ
せ
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
明
石
支
局
」
の
下
に
「
、
龍
野
支
局
、
柏
原
支
局
」
を
加
え
る
。

第
二
十
一
条
中
「
小
松
支
局
」
を
「
七
尾
支
局
、
小
松
支
局
及
び
輪
島
支
局
」
に
、「
及
び
」
を
「
並
び
に
」
に
改

め
る
。

第
三
十
八
条
第
一
項
中
「
及
び
湯
沢
支
局
」
を
「
、
湯
沢
支
局
及
び
大
曲
支
局
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
横

手
支
局
」
を
「
大
曲
支
局
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条

青
森
地
方
法
務
局
八
戸
支
局
及
び
五
所
川
原
支
局
の
管
轄
に
属
す
る
商
業
登
記
の
事
務
（
商
業
登
記

法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
の
請
求
に
係
る
事
務
を
除
く
。）は
、青
森
地
方
法
務
局
で
取
り
扱
わ
せ
る
。

第
三
条

公
証
人
定
員
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
法
務
府
令
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
六
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
（
同
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）及
び
第
三
十
三
条
第
一
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
東
日
本
大

震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
要
介
護
認
定
有
効
期
間
及
び
要
支
援
認
定
有
効
期
間
の
特
例
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
五
月
二
十
七
日

厚
生
労
働
大
臣

細
川

律
夫

東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
要
介
護
認
定
有
効
期
間
及
び
要
支
援
認
定
有
効
期
間
の
特
例
に
関
す
る
省

令

１

東
日
本
大
震
災
に
際
し
災
害
救
助
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
十
八
号
）
が
適
用
さ
れ
た
市
町
村
の
区
域
（
東

京
都
の
区
域
を
除
く
。）内
に
住
所
を
有
す
る
被
保
険
者
に
係
る
要
介
護
認
定
有
効
期
間（
介
護
保
険
法
施
行
規
則（
平

成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。）第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
要
介
護
認
定
有
効

期
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）及
び
要
支
援
認
定
有
効
期
間
（
規
則
第
五
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
要
支
援
認
定
有

効
期
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
係
る
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
同

表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。
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